
郡山女子大学・郡山女子大学短期大学部

学友会活動

学友会とは…

郡山女子大学・郡山女子大学短期大学部の全学生で組織され、学

友会役員は選挙によって選ばれます。学友会役員や委員会を中心に、

本学の学生がより良い学生生活を送れるように日々活動しています。

そんな学友会では、現在実施しているフードドライブなどの活動を進め

ていくにあたり、世界的な活動となっているSDGsに沿った取り組みを

図りたいと考え、様々な取り組みを行っています。
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取り組みの第一歩としてSDGsの勉強会を企画しました。この勉強会を通してSDGs

の知識を身につけ、自分たちの活動がSDGsのどの目標に関与しているかを理解し、

SDGsの目標に貢献しやすくなるようにと考えました。学友会役員・各サークル同好会

の部長、教職員多数が参加し、SDGｓの理解を深めました。

実施日：2022年6月3日（土）16：15ー17：30

講 師： 福島民報社 新聞講座推進本部長 鈴木俊哉様

学友会主催「SDGs勉強会」

鈴木講師の講演の様子 熱心に聴講する学生たち

【フードドライブとは】

各家庭で使い切れない未使用食品を持ち寄り、それらをまとめてフードバンク団

体や地域の福祉施設・団体などに寄贈する活動をいいます。お家で余っている食

品を捨てるのではなく、必要としている人に届けることができるシステムです。

【活動目的】

経済的に困窮し学業よりもアルバイトが主体となってしまっている学生や、食費を

削減し心身の体調を崩してしまう学生、新型コロナウイルスの影響で親からの仕送

りが減少し生活が困窮している学生のサポートとして、2021年より実施しています。

【主な活動実績】

回収期間に各家庭で使いきれない未使用食品や日用品、文房具、Tシャツ、トレーナー

などを学生及び教職員から回収。その後、必要とする学生に提供を行いました。

・年に数回、 提供品を回収し提供しています。

令和4年には、大学からの「食に対する支援」の提供をおこない、さらに卒業生から

提供頂いたTシャツ・トレーナーの提供も行いました。

フードドライブ活動

【主な活動内容】

「パーソナルカラー講座」令和4年度実施

パーソナルカラーとは、その人の肌・瞳・唇などに最も調和する色のグループ、

すなわちその人にとって似合う色です。現在、人々のファッションの選び方に“パー

ソナルカラー”が注目されつつあり、パーソナルカラーについて学ぶことは、自分を

客観視することが出来、内面のその人の美しさをより良く引き出すことにもつなが

ります。

外部講師の方を招き、「色」の印象について学び、身につけた知識を活用して、

自分自身に合った色を探しました。

【講座受講により得られるもの】

学校では学ぶことができない知識を外部講師の方から学び、自分らしさを見つけること

で自分自身の自信に繋げることが出来ます。また、自分に似合う色を知ることで服や化粧

品など責任ある消費が可能となります。

学友会主催講座

学長先生・副学長先生との懇談会の様子 意見箱(目安箱)の設置

フード
ドライブ

講座の様子（講師：「カラーサロンイリーデ」代表 五十嵐信子氏）


